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北東アジアゲートウェイ「境港」の重点整備について 
 

 
 

〈参考〉竹内南地区貨客船ターミナルの状況 
 

○境港と韓国（東海）及びロシア（ウラジオストク）を結ぶ国際定期貨客船は、就航から

７年が経過し延べ１７万人を超える旅客が利用するなど、更なる利用促進に取り組んで

いる。 
 

  ○内航ＲＯＲＯ船の定期化による日本海側海上輸送網のミッシングリンクを解消する新た

な物流ルートの確立のため、平成２７年７月に国土交通省と連携し、産学金官による「境

港流通プラットホーム」を設立した。 
   平成２７年度は、境港～北九州ひびき港「SEA&RAIL トライアル輸送」を実施し、貨物へ

の影響などの検証と、新たな定期航路就航に向けた潜在的貨物量の試算を行った。 

 
  ○更に今年度は、既存航路の延伸による北海道方面への２週連続トライアル輸送を実施する

とともに、国際定期航路との接続による国内広域貨物集荷の可能性と圏域内企業の物流効

率化のため、小口混載貨物のＲＯＲＯ船利用基礎調査に着手し、北海道と九州及び北東ア

ジアの結節点として、境港への内航定期ＲＯＲＯ船就航による圏域及び国内産業競争力の

強化に向けて取り組むこととしている。 
   今年５月の「境港流通プラットホーム」総会において、定期航路の就航は運輸業界から物

流課題の解決となり、金融・経済会からは地域経済の活性化に寄与し雇用創出に繋がると

の意見がだされるなど、大きな期待が寄せられたところであり、官民挙げて活動の展開を

図っている。 
   

○クルーズ船については、「境港クルーズ客船環境づくり会議」やふ頭内臨時免税店の出

店など、官民、地域が一体となってクルーズ船の寄港拡大に取り組んだ結果、「爆買」

報道の大型クルーズ客船「クァンタム・オブ・ザ・シーズ」の昨年に続く寄港や、西日

本周遊クルーズ「コスタ・ビクトリア」の連続１０回寄港など、過去最高であった昨年

の寄港回数２３回、旅客数１万９千人を大幅に上回る寄港回数３５回、旅客数約４万人

が見込まれており、地域経済の活性化に大きく寄与しているところである。 

今年３月、政府が策定した『明日の日本を支える観光ビジョン』で示された「お断りゼ

ロ」に向けて、利用者調整等積極的に行い可能な限り受け入れているが、既存施設では

対応に限りがある。 
 

○アジアのクルーズ人口は急速に増加しており、今後も更なる増加が見込まれていること

から、船社からは早急な受け入れ態勢の整備が求められており、新たな岸壁の整備のほ

か既存岸壁のストック効果を最大化するためにも、大型クルーズ客船の受入を可能とす

る施設整備が必要である。 

 
《提案・要望の内容》 

 
○山陰地方の国内海上輸送の効率化や大型客船の寄港増大等に対応するため、境港
ふ頭再編改良事業〔竹内南地区貨客船ターミナル整備〕の重点実施により早期完
成すること。 

  
○年々、増加するクルーズ船の寄港に対応するため、中野地区など貨物ターミナル

での大型客船の受け入れに必要となる施設整備を積極的に図ること。 
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「鳥取港」の機能強化について 

 

《提案・要望の内容》 

○我が国の経済再生や国土強靭化を推進し日本海国土軸を形成するため、地域経済（原

木輸出、ＰＫＳ輸入）や賑わいづくりを支える鳥取港の機能強化を実施すること。 

① 船舶の安全な航路を確保し、利用者の安全性・利便性向上のため、港口部の堆砂

対策を行うこと 

② 船舶の係留や停泊、荷役作業が安全に行えるよう、港内静穏度向上対策を行うこ

と。 

③ 今後、老朽化した施設の更新費が増大することから、施設の長寿命化のための予

算を確保すること。 

 

 

＜参考＞ 

○鳥取港の機能強化 

鳥取港は、本県東・中部、兵庫県及び岡山県北部を背後圏とした海上物流拠点であ

り、鳥取道開通、山陰道・山陰近畿道の整備が進展するなか、昨年１２月に中国に向

け原木の初輸出を行い、今年はバイオマス発電用のＰＫＳ輸入が開始されるなど新た

な港の活用が見込まれており、さらなる圏域の拡大と、物流機能の強化が必要である。 

一方、港湾の機能面では、沿岸漂砂等の港口部堆砂による入港船舶に対する喫水不

足や港内静穏度不良により、入港や、係留・荷役作業の支障となっている。 

このため、港口部の堆砂対策や港内静穏度の向上に取り組むとともに、既存施設の

延命化や安全性向上など、鳥取港の機能強化を図ることにより、圏域企業の物流機能

強化を図る。 

 

①毎年、冬期から春期にかけて、日本海側特有の波浪により、沿岸漂砂や千代川からの砂が鳥取港

港口に堆積する。このため、船舶の安全航行確保に多額の浚渫費用を要しており、港口部の堆砂

対策が必要である。 

 

②主要岸壁である１号、２号、３号岸壁の静穏度が悪く、港湾利用者から安全に船舶の係留や停泊、

荷役作業を行えるよう改善を求められており、港内の静穏度向上が必要である。 

 

③鳥取港の港湾施設は、整備後３０年が経過し、劣化・損傷が進行しており、今後、老朽化した施

設の維持管理・更新費が増大する。このため、施設の長寿命化を行うための予算確保が必要であ

る。 
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